
日本地質学会西日本支部　平成２７年度総会、第167回例会　プログラム

口頭発表（午前の部）

O-1 9:00 - 9:15 前川　匠・小松俊文（熊本大），小池敏夫（横浜市），重田康成（国立科博）

三畳系田穂層から産出したオレネキアン期のコノドント化石群集における回復～適応放散

O-2 9:15 - 9:30 冨松由希・尾上哲治（熊本大）

大分県東部佐伯地域の秩父帯に産する層状マンガン鉱床の層序と放散虫化石年代

O-3 9:30 - 9:45 鹿島美香・嶋田　純・松田博貴（熊本大）

異なる地表植生下での鍾乳石成長過程と洞内環境・滴下水の化学的性質

O-4 9:45 - 10:00 曽田勝仁・尾上哲治（熊本大）

美濃帯犬山地域に分布する三畳系層状チャートに記録された天文学的周期に伴う生物地球化学的動態

O-5 10:00 - 10:15 津留ありさ・田中均（熊本大）

天草地域に分布する佐伊津層の礫組成が物語る後背地

O-6 10:15 - 10:30 田中　均・福田将眞（熊本大）

九州山地西縁の日奈久断層の再検討

O-7 10:30 - 10:45 秋元和實（熊本大）

ミャンマー国エーヤワディ管区チャンター海岸に分布する現生底生有孔虫の分類学的研究

O-8 10:45 - 11:00 日髙万莉亜・柚原雅樹（福岡大）

田川変成岩類に貫入する菫青石花崗岩質岩の産状と成因

O-9 11:00 - 11:15 深見　潤・大和田正明（山口大），兵土大輔（JOGMEC）

福岡県飯塚地域に産する低圧型変成岩類の変成過程

O-10 11:15 - 11:30 池田雄輝・大和田正明（山口大），西塚大（ドーコン）

山口県東部，周防大島に産する領家帯蒲野花崗閃緑岩のマグマ過程

O-11 11:30 - 11:45 石丸元気・西山忠男（熊本大）

肥後変成岩における塩基性岩の部分溶融によるミグマタイトの形成

O-12 11:45 - 12:00 西山忠男（熊本大）

領家帯は火山弧で形成されたのか？

O-13 12:00 - 12:15 山本貴史・安東淳一（広島大），富岡尚敬（海洋研究開発機構），小林哲夫（鹿児島大）

ピナツボカンラン岩捕獲岩の微細組織観察：交代作用及び変形履歴への制約

13:00 - 13:45 特別講演：　佐野弘好支部長　（九州大）

炭酸塩岩からみた西南日本のジュラ紀付加体

13:50 - 14:20 平成27年度支部総会

14:20 15:10 ポスターセッション・コアタイム

口頭発表（午後の部）

O-14 15:10 - 15:25 西戸裕嗣・増田理沙・實吉玄貴（岡山理科大）

風成堆積物中の石英に認められるカソードルミネッセンス発光成分

O-15 15:25 - 15:40 當山翔平・上野禎一（福岡教育大）

山口県蔵目喜鉱床の研究

O-16 15:40 - 15:55 川村喜一郎（山口大）

海底地すべりの発生プロセスのレビュー：世界ではどんな海底地すべりが生じているか？

O-17 15:55 - 16:10 藏永　萌・川村喜一郎（山口大）

埋没深度数cmから数百mまでの南海トラフの泥質堆積物の微細組織の変化

O-18 16:10 - 16:25 潮崎翔一・宮田雄一郎（山口大）

南紀四万十帯中の泥ダイアピル岩体と炭酸塩ノジュール

O-19 16:25 - 16:40 木村祐太（九州大）

天草地域の上部白亜系姫浦層群に見られる砂岩の未固結変形

O-20 16:40 - 16:55 寺井邦久（島原高校）

長崎県島原半島南部の火山層序

O-21 16:55 - 17:10 杉山芙実子・長谷中利昭（熊本大），安田敦・外西奈津美（東京大），森　康（北九州自然史・歴史博）

カルデラを形成した阿蘇-4火砕噴火前に噴出したAso-ABCDテフラの岩石学的特徴	 

O-22 17:10 - 17:25 木戸道男（久留米大），英彦山団研グループ

玖珠層群の分布からみた猪牟田カルデラ

O-23 17:25 - 17:40
小林哲夫	 (鹿児島大)，Agung	 Harijoko・I	 Wayan	 Warmada（ガジャマダ大），渡邊公一郎・永田知研（九州大），中村俊夫
(名古屋大)，田口幸洋・奥野	 充（福岡大）

インドネシア，バリ島のバツール新期カルデラ形成噴火の推移

O-24 17:40 - 17:55
奥野　充（福岡大），アグン	 ハリジョコ・アイ	 ワヤン	 ワルマダ（ガジャマダ大），渡邊公一郎（九州大），中村俊夫（名
古屋大），田口幸洋・小林哲夫（福岡大）

バリ島北部，ブヤン・ブラタンカルデラの後カルデラ火山：地形とテフラ層序からみた噴火史
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O-25 17:55 - 18:10

山﨑圭二・中西利典・奥野	 充（福岡大），鳥井真之（熊本大），中村俊夫（名古屋大），鹿島　薫（九州大），ホン	 ワン
（韓国地質資源研究院），エリクソン	 バリソ・ダニコ	 リベラ・ロブ	 リム・キャシー	 パガイ・アルトロ	 ダアグ（フィリピ
ン火山地震研），檀原　徹（京都FT）

フィリピン，ルソン島中央部のパイタン湖のコア試料の層序と環境変遷

18:30 - 20:30 懇親会（於：熊本大学生協　南地区食堂　FORICO　2階）

ポスターセッション（コアタイム：14:20~15:00）

P-1 牧野　帆乃香・佐野弘好（九州大）

沖縄県久米島の石灰質裂か充填堆積物の起源

P-2 宮原玲奈・狩野彰宏（九州大）

Gas	 Bench	 を用いた間隙水の酸素同位体比測定

P-3 杉原千耶・柳川勝紀，狩野彰宏（九州大），奥村知世（海洋研究開発機構）・高島千鶴（佐賀大）

北部スマトラ島の縞状トラバーチンと硫黄細菌

P-4 都築奈美・高島千鶴（佐賀大）

鹿児島県塩浸温泉に見られる堆積物の特徴

P-5 西山成哲・田中　和広（山口大）

湧出量の時間変化から見た深部流体の流動特性　―山口県徳佐盆地の例―

P-6 明星信之助・棟上俊二（福岡教育大）

平尾台青龍窟周辺地域の結晶質石灰岩の露頭写真を用いた粒径分布調査

P-7 藤原あずさ・安東淳一（広島大），大藤弘明・富岡尚敬，山本貴史（広島大），前川寛和（大阪府立大）

蛇紋岩海山から産出する“cleavable	 olivine”の形成過程

P-8 安東淳一・佐藤琢（広島大），西脇隆文（応用地質株式会社），大藤弘明（愛媛大），鍵裕之（東京大）

鏡肌の微細組織解析

P-9 長谷川亮太（鹿児島大），福地里菜・山口飛鳥（東京大），石川剛志(高知コア研)，北村有迅（鹿児島大）

断層運動と化学組成分布の関係　―延岡衝上断層ボーリングコアの例―

P-10 小濱　賢（鹿児島大），堤昭人（京都大），北村有迅（鹿児島大）

南海トラフ沈み込み前玄武岩と牟岐メランジュの沈み込み後玄武岩の摩擦特性

P-11 柚原雅樹・金松啓介・日髙万莉亜（福岡大）

北部九州東部，祓川中流~城井川中流域に分布する北坂本累層の岩石記載と化学組成

P-12 田島詩織・窪田竜一郎・早坂康隆（広島大）

ジルコンのU-Pb年代に基づく山陽帯の後期白亜紀火成活動史

P-13 早坂康隆・田島詩織（広島大）

和泉層群の砕屑性ジルコン年代と石英のカソードルミネッセンスから見た白亜紀中国地方の削剥史

P-14 古橋拓哉・早坂康隆（広島大）

平成26年8月豪雨による広島市土石災害時に崩落した阿武山北部に結晶片岩は存在するか

P-15 笠原慎平・北村有迅（鹿児島大）

与論島に分布する基盤岩の帰属の推定

P-16 江原一樹・小松俊文（熊本大），堤　之恭（国立科学博）

御船町北東部に分布する御船層群の地質と層序，地質年代について

P-17 浦川良太・小松俊文・Mattew	 H.	 Dick（熊本大）

下部白亜系宮古層群から産出した日本最古のカイロストマータ類（コケムシ）について

P-18 田上　響（福岡大）

福岡県の下部白亜系関門層群より産出した竜脚類頸椎の内部構造

P-19 松本紘弥・田中源吾・小松俊文（熊本大）

ベトナム南部フーコック島における現生介形虫の生物群集　‐東南アジアにおける現生介形虫生物地理区の再検討について‐

P-20 根之木久美子・前田晴良（九州大），後神千景（松山市），田中源吾(熊本大)

愛知県中新統師崎層群の層序と化石群

P-21 椎原航介・長谷中利昭（熊本大），安田敦・外西奈津美（東京大），森　康（北九州自然史・歴史博）

阿蘇-4火砕噴火直前に活動した大峰火山噴出物の化学組成：メルト包有物組成を用いた阿蘇-4との比較

P-22 眞邉健人（鹿児島大），杉田律子・吉川ひとみ・板宮裕実（科学警察研究所），北村有迅（鹿児島大）

田圃の土壌における時空間的均質性の評価に関する法地質学的研究

P-23 川口允孝・長谷中利昭・望月伸竜・渋谷秀敏（熊本大）	 ，森　康（北九州自然史・歴史博）

阿蘇中央火口丘群北西部完新世火山噴出物組成の時間変化および空間変化

P-2４ 竹内和樹・棟上俊二（福岡教育大）

津屋崎海岸における礫浜組成の分析
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